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社会福祉法人  泉会

SSKP わたしたちは、信 頼と希 望と 愛の輪で社 会 をつ なぎます
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泉会事務局
〒157-0076
世田谷区岡本二丁目33番23号
TEL 03（5429）6721（代）
FAX 03（5429）6722

info@izumikai.jp
https://izumikai.jp

ホームページは
ここからご確認
ください。
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神
父
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お
け
る
聖
職
者

の
総
称
で
、具
体
的
に
は
助
祭
、司
祭
、司
教
、大
司

教
、枢
機
卿
、教
皇
の
総
称
と
し
て
、神
父
と
い
う
言

葉
が
使
わ
れ
る
。こ
れ
に
対
し
て
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
教
会
に
お
け
る
呼
称
は
牧
師
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
の
司
祭
に
叙
階
す
る
行
為
は
、
７
つ
の
秘
蹟
の
一
つ
で

あ
り
、こ
れ
は
人
間
の
行
為
で
は
あ
る
が
、同
時
に
神
の
行
為
で
あ
る
か

ら
、こ
れ
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。ま
た
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
神
父

は
生
涯
独
身
を
貫
き
、キ
リ
ス
ト
の
花
嫁
と
し
て
一
生
を
送
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、こ
れ
は
相
当
の
覚
悟
が
い
る
。こ
れ
に
対
し
、

牧
師
と
い
う
言
葉
は
優
れ
て
機
能
的
な
意
味
が
強
い
。牧
師
の
牧
は
牧

会
、羊
飼
い
の
意
味
で
も
あ
り
、信
徒
の
お
世
話
係
で
あ
る
。プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
に
お
け
る
牧
師
の
位
置
は
、特
別
な
も
の
で
は
な
く
、聖
書
を
専

門
に
学
ん
だ
資
格
に
お
い
て
、一
般
信
徒
と
区
別
さ
れ
る
が
、そ
れ
以
上

で
も
そ
れ
以
下
で
も
な
い
。プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
は
、信
徒
の
代
表
で
あ

る
役
員
会
が
牧
師
を
招
聘
し
た
り
、場
合
に
よ
っ
て
は
解
任
す
る
権
限

も
あ
る
。カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
司
祭
を
解
任
す
る
権
限
は
信
徒
に
は
な
い

こ
と
と
は
全
く
対
照
的
で
あ
る
。ど
ち
ら
が
良
い
か
は
、好
み
の
問
題
で

あ
る
。イ
エ
ス
と
聖
霊
の
働
き
を
と
お
し
て
父
な
る
神
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
い
う
点
で
は
、ど
ち
ら
も
同
じ
で
あ
る
か
ら
だ
。

本

年

度

の

聖

句

あ
な
た
が
た
の
天
の
父
は
、求
め
る
者
に
良
い
も
の
を
く
だ
さ
る
に
ち
が
い
な
い
。

だ
か
ら
、人
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
こ
と
は
何
で
も
、

あ
な
た
が
た
も
人
に
し
な
さ
い
。

「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」第
７
章
11
節
〜
12
節

理
事
長
�
齋
藤
�
金
義

「
神
父
と
牧
師
」



永年勤続表彰永年勤続表彰
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【20年】日の出舎／支援課課長　大河 美也子
「あっという間の20年だったように思います。こんな感じで25年、30年と過ぎていってほしいです。」
【10年】日の出舎／支援課課長　落合 アシア
「利用者、職員（退職された多くの先輩職員を含め）のご協力や指導等があり、ここまで頑張ってこれました。心か
ら感謝いたします。」

【10年】就労日の出舎／支援課長　小林 正稔
「この度は永年勤続表彰をいただき、誠にありがとうございました。長かったような早かったような10年でしたが、
これからも皆様のご協力をいただきながら前進できればと思っておりますのでご指導ご鞭撻の程よろしくお願い
いたします。」

【5年】就労日の出舎　影山 和美
「皆様の助け無くしては5年間続けることはできませんでした。感謝しかありません。」

永年勤続表彰 対象者からのコメント
日の出
エリア

【20年】泉の家／施設長　河村 律子
「20年の長きにわたりこの仕事を続けてこられたのは、支えてくれた職員の皆様のおかげです。有難うございま
す。更に一丸となり泉会を盛り上げていきましょう。」

【10年】泉の家／支援課課長　島田 隆介
「皆様に支えて頂きながらの10年でした。ありがとうございました。これからも尽力いたします！」
【10年】コイノニアかみきた／支援課課長　水原 咲子
「皆様の支えがあってこその10年だと感じています。私も誰かの支えとなれるよう日々、精進してまいります。あり
がとうございました。」

【10年】岡本福祉作業ホーム／支援課課長　関口 友則
「様々なことがあった10年でした。ここは謙虚に書いた方が良いと思うのですが、あえて「よくやった」と自分を褒
めてあげたいと思います。関口らしいな～と笑ってください…。」

【5年】コイノニアかみきた／支援課課長補佐　丸山 しいな
「色々な経験ができた楽しい5年間でした。次はさらに楽しく、面白い5年にしていきたいです。」
【5年】コイノニアかみきた　木村 賢幸
「素晴らしい経験を沢山させていただき、本当にありがとうございます。これからも頑張ります！」
【5年】泉の家　櫻井 しおり　
「まだまだ新たな発見や学びがたくさんあり“まだ5年”を実感する毎日です。これからもよろしくお願いします。」
【5年】泉の家　本田 奈美
「皆様のご協力あっての5年でした。これからも学び、精進していきます。」
【5年】岡本福祉作業ホーム　齋藤 清楓
「中堅職員であることを改めて意識し、これからも仕事に臨みます。」

永年勤続表彰 対象者からのコメント
世田谷
エリア
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２
０
２
３
年
度
の
理
念
研
修
を
11
月
18
日
に
行
い
ま
し

た
。日
の
出
舎
と
岡
本
福
祉
作
業
ホ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
に
職
員

や
役
員
が
集
ま
り
、リ
モ
ー
ト
で
つ
な
ぐ
形
で
実
施
し
ま
し

た
。泉
会
の
理
事
で
も
あ
る
砧
教
会
の
金
井
牧
師
よ
り
は
キ

リ
ス
ト
教
の
教
え
と
泉
会
の
理
念
に
つ
い
て
の
講
話
を
い

た
だ
き
、秋
川
流
域
生
活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
の
藤

間
英
之
様
か
ら
は
虐
待
防
止
お
よ
び
身
体
拘
束
の
適
正
化

に
つ
い
て
の
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、久
し
ぶ
り

の
集
合
研
修
と
い
う
こ
と
で
、言
葉
の
な
い
方
の
意
志
を
ど

の
よ
う
に
汲
み
取
る
か
を
テ
ー
マ
に
し
た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
久
し
ぶ
り
に
集
合
研
修
を
行
う
こ
と
が

で
き
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。当
日
参
加
で
き
な
か
っ
た
職
員
に
は
後
日
録

画
視
聴
と
い
う
形
で
職
員
全
員
に
受
講
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。ま
た
、理
事
や
評
議
員
の
皆
様
に
も
ご
自
宅
等
か
ら
リ

モ
ー
ト
で
研
修
を
視
聴
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
の
研
修
は
こ
れ
か
ら
の
研
修
の
形
と
し

て
根
付
い
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

法人理念研修 特集

２
０
２
３
年
度
理
念
研
修

研
修
委
員　

大
河 

美
也
子
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施設だより

　玉堤分場で25年間勤めあげた平田民子職員が、2023
年度末で退職することとなりました。今回はご本人にイ
ンタビュー形式で答えてもらいました。
―泉会に勤めることとなったきっかけを教えてください。
「’97年より非常勤として入職しました。はじめは、義理の
姉がボランティアで携わっていたのがきっかけです。私
自身は静岡から引っ越してきて間もない頃で、福祉の知
識もなく、右も左もわからない中で飛び込んだ次第で
す。それから週5日間の勤務となり、支援員として続けて
きました。」

―25年間で印象に残っている思い出を教えてください。
「福祉に関してわからないことが沢山あり、これでは恥ず
かしいと感じて心機一転、仕事が終わってから学校に通
うようになったことです。また、私が大好きだった母親を
亡くして仕事を２週間休んだあと、復帰した日がちょうど
還暦を迎える日で、プレゼントや温かい言葉をいただい
たことにも感謝しています。」
―25年間続けてこられた理由は？
「利用者の方々に、私自身が毎日優しく接していただいた
り、嬉しい言葉や励ましの言葉をかけたりしてもらったか
らです。辛いことも決してなかったわけではないですが、
周囲からの知恵や援助もあって、長く続けてこられたの
だと思います。」
―最後にメッセージをお願いします。
「すべてに恵まれた私が、2024年３月末で退職します。言
葉には表すことができないほど感謝しております。これ
から先も、泉会の繁栄を心からお祈りしております。25年
間ありがとうございました。」
―こちらこそ、長い間ほんとうにありがとうございました。
いつも利用者のことを第一に考えて行動し、共に働く者
にとって、見習うべきところがたくさんある方でした。利
用者からも別れを惜しむ声が多いですが、寂しい別れを
乗り越えて、玉堤分場はこれからも力を合わせて、作業
に励みたいと思います。

25年間勤めました！ 平田 民子
田中 慧治

　八幡山小学校の皆さんが授業として行っている町探
検で、いっちょうめパンで働く利用者にインタビューに
来て下さりました。「毎朝何時からパンを焼いています
か？」「このお仕事は楽しいですか？」など、たくさんの質
問があり、利用者も小学生と関わる時間を楽しんでいま
した。小学生の皆さんが特に興味津々だったのはうさぎ
パンの作り方で、パンを作る工程を説明しながらインタ
ビューに答えています。また、いっちょうめパンの店舗か
ら厨房を見学していただき、焼きあがるパンに「美味しそ
う！」と歓声も上がりました。後日、インタビューに来て
下さった皆さんからお礼状が届きました。とても嬉しい
お言葉をいただき、利用者も働く励みとなったのではな
いでしょうか。今後も地域とのつながりを大切に、いっ
ちょうめパンでお客様を迎えたいと思います。

いっちょうめパンに
インタビュー！

稲山 静香コイノニア
かみきた

岡本福祉
作業ホーム
玉堤分場
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20年前の様子
施設もほとんど
変わっていません

記
念
写
真
を
撮
っ
て
い
る
と
︑

続
々
と
利
用
者
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た

ʼ23の販売会
クッキー200個売れました！

厨
房
に
注
目
！

うさぎパンの作り方は ...

4

　生活介護は近年クリスマス音楽会で年納めをしてきましたが、今年
は4年ぶりに紅白歌合戦を開催しました。ソロで歌う人もいれば職員
とペアを組んで歌う人、それぞれが曲や衣装を工夫して挑みました。カ
ラオケの活動の回数も増やし、たくさん練習をして準備はバッチリ☆
　司会担当の利用者による開幕宣言からはじまり、紅組白組順番に
歌っていきました。さんぽペアは麦わら帽子を可愛らしくデコレーショ
ン、だんご3兄弟ペアは串に刺さっただんごの小道具。それぞれのチー
ムの工夫に観客も大盛り上がり！みんなのボルテージが上がっていよ
いよ大トリのマツケンサンバⅡ！衣装は金の折り紙を使ってキラキラ
に。歌も衣装も盛り上がりました。
　閉会式では出場者全員にメダルがそれぞれ授与されました。また、
利用者・職員による人気投票で1位のペアにはいずみ大賞、2位のペア
にはいずみ賞が授与されました。 歌っている人だけでなく見ているみ
んなも盛り上がって楽しめたイベントになったと思います！普段はクー
ルな方の笑顔でノリノリな姿を拝見し、利用者の新たな一面も知るこ
とができました。来年も利用者、職員が楽しめるような活動をしていき
たいと思っています！

小林 優夏今年の年越しは張り切って…泉の家

陶山　智慶

　利用者の活動を日々、暖かく見守りながら支えて下
さっているボランティアの皆様。私たちが支援をして
いく中でも何かと気にかけていただきながら、作業、
外出活動、施設行事の手伝い等、利用者1人ひとりに
親身になって接してくださっている姿は、学ぶべきと
ころがあると感じます。
　今年度、新しく数名のボランティアの方々に活動の
お手伝いをしていただいています。皆さん積極的に元
気よく接してくださるので、利用者の笑顔をいつも見
ることができて、私たちもとても心強く嬉しく思いま
す。また、今年度は30年近くボランティア活動をして
下さっている方より引退するとお話がありました。そ
の方からは、「岡本福祉作業ホームはいつ来ても皆さ
ん明るく笑顔の多いよい施設ですね。」と温かいお言
葉をいただきました。皆様に支えていただきながら、
これからもよろしくお願いいたします。

日 、々感謝岡本福祉
作業ホーム

施設だより

マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
歌
っ
た
よ

き
ら
り
保
育
園
と

交
流
☆

いつもありがとうございます

はい、 チーズ！
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いろんな賞がありました
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池
添
　
康
正
　
様

岩
﨑
　
能
江
　
様 

荻
野
　
壽
一
　
様

小
俣
　
新
重
郎
　
様

角
田
　
勇
夫
　
様

北
白
川
集
会
レ
プ
タ
会
　
様

清
永
　
丈
太
　
様

恵
泉
女
学
園
中
学
・
高
等
学
校
　
様

こ
ひ
つ
じ
幼
稚
園
　
様

今
野
　
浩
行
　
様 

斉
藤
　
昌
子
　
様

坂
本 

　
博
之
　
様

酒
井
　
康
道
　
様

坂
本
　
文
恵
　
様

桜
井
　
幸
男
　
様

佐
分
利
　
正
彦
　
様

ゼ
ネ
ラ
ル
産
業
株
式
会
社
　
様

高
島  

清
　
様

髙
橋
　
知
史
　
様

高
橋
　
雅
二
　
様 

 

田
代 

洋
志
　
様

東
京
都
清
涼
飲
料
水
工
業
組
合
理
事
長

森
田
　
晃
生
　
様

株
式
会
社
ト
ー
ヨ
ー
　
様

橋
本
　
チ
エ
　
様

羽
田
　
圭
二
　
様

福
田
　
宗
市
郎
　
様 

堀
川
　
晴
弘
　
様 

牧
野
　
信
次
　
様

松
方  

七
郎
　
様 

村
上
　
肇
　
様

明
治
学
院
高
等
学
校
　
様

森
野
　
祥
一
　
様 

八
重
樫
　
眞
理
子
　
様

山
田
　
永
三
　
様

山
田
　
啓
子
　
様 

山
本
　
和
や
　
様 

吉
村
　
謙
　
様 

渡
邊 

　
彰
　
様

イラスト：グループホームこいのにあ
文：樋口 久美子

　
社
会
福
祉
法
人
泉
会
は
、障
害
者

総
合
支
援
法
に
基
づ
く
施
設
入
所
支

援
、就
労
移
行
支
援
、就
労
継
続
支
援

B
型
、生
活
介
護
、短
期
入
所
、特
定

相
談
支
援
、共
同
生
活
援
助
等
の
事

業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。各
事
業
所

で
は
利
用
目
的
に
沿
っ
て
、利
用
者

の
望
む
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
み
友
の
会
は
、地
域
利
用
者

の
生
活
の
拡
充
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

な
ど
居
住
支
援
整
備
の
後
援
を
し
て

い
ま
す
。ま
た
、泉
会
が
社
会
貢
献
事

業
の
一
翼
と
し
て
、地
域
生
活
支
援

事
業
に
積
極
的
参
入
し
て
い
け
る
よ

う
、バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

　
友
の
会
で
は
、泉
会
の
事
業
に
ご

理
解
く
だ
さ
り
、募
金
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た
し
て

お
り
ま
す
。何
か
と
出
費
が
多
い
折

と
は
存
じ
ま
す
が
、自
立
を
目
指
し

て
日
々
努
力
し
て
い
る
利
用
者
の
福

祉
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
個
人
・
団
体
・
法
人
の
い
ず
れ
で
も

結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
。

友の会会員募集

【振込先】
郵便振替　０１１０　９
口座番号　５ ５ ８ ４ １
加入者名 　社会福祉法人 泉会
　　　　　 後援会 いずみ友の会

感　謝 みなさまからの温かいご寄付とボランティア活動に心より感謝申し上げます。

またこのほかの方々の様々なご協力にも厚く御礼申し上げます。

みなさまの支えが私たちの力となっています。

泉会感謝録（23年10月～23年12
月、順不同・誤字等失礼がありまし
たら、ご連絡ください）

一 般 寄 付

遠
藤
　
知
子
　
様

公
益
社
団
法
人
日
本
産
業
退
職
者
協
会
　
様

日
の
出
舎
家
族
会
　
様

森
田
　
純
子
　
様

三
栄
造
園
株
式
会
社

取
締
役
会
長
　
藤
倉
　
幸
彦
　
様

福
田
　
敏
子
　
様

物品寄付
今
関
　
麻
里
　
様

岩
崎
　
能
江
　
様

牛
尾
　
和
子
　
様

清
永
　
丈
太
　
様

志
田
　
文
子
　
様

高
島  

清
　
様

松
本
　
由
美
子
　
様

吉
村
　
謙
　
様

友 の 会 会 費

池
田
　
恵
美
子
　
様

板
花
　
利
子
　
様

伊
藤
　
梨
紗
　
様

猪
股
　
順
子
　
様

上
坂
　
聖
子
　
様

臼
井
　
ヨ
シ
ノ
　
様

小
幡
　
仁
　
様

小
松
　
理
枝
　
様

小
島
　
修
治
　
様

佐
藤
　
あ
ず
さ
　
様

佐
藤
　
久
美
子
　
様

下
田
　
麻
紀
　
様

多
田
　
晴
美
　
様

敕
使
河
原
　
麻
美
　
様

野
澤
　
順
子
　
様

橋
本
　
絹
代
　
様

橋
本
　
幹
子
　
様

濱
田
　
美
知
子
　
様

舟
橋
　
み
つ
子
　
様

日
本
基
督
教
団
五
日
市
伝
道
所

細
田
　
隆
　
様

宮
本
　
和
美
　
様

村
上
　
研
二
　
様

森
　
政
美
　
様

守
屋
　
悠
　
様

山
内
　
浩
二
　
様

ボ ラ ン テ ィ ア
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日の出舎

　今年の日帰り旅行は、静岡県にある三津シーパラダ
イスへ行くことができ、久し振りの旅行に利用者も満足
していました。行きは、昼食を食べるために時之栖（グ
ランテーブル）へ寄り、ハンバーグなど豪華な食事をと
りました。皆様いつもよりも心なしか、食べるペースが
早かったようにも感じました。
　昼食後はいよいよ三津シーパラダイスで魚やオット
セイ、イルカショーなどの見学や、記念撮影もできてと
ても楽しく過ごすことができました。お土産屋では各々
お菓子やぬいぐるみなど好きな物を購入しました。
　帰舎途中のバス内では、ほとんどの方が疲れて眠っ
てしまいましたが、帰舎後に感想を聞くと利用者から
満足のいく旅行であったと言っていただきました。日帰
り旅行の計画を成功させることができたので、来年も
旅行ができればいいなと思います。

日帰り旅行 有田 直樹

　2023年7月より、利用者による作品制作を開始しま
した。会場は例年通り、埼玉こども自然動物公園での
屋外展示。1年の中でも最も大きな展示スペースになり
ます。それに伴い作品も大きなものが増えます。
　今年のテーマは「へんし～んアニマルズ」。午前中の
限られた時間の中で、たくさんの利用者に協力いただ
き、作品がつくられました。ペットボトルキャップアー
ト、陶芸作品、木工品など、幅広く制作されました。1か
月ほどかけ完成した作品は、9月に搬入・設置しました。
　その後12月1日・5日の2回に分けて利用者と見学に
行きました。両日とも天候に恵まれ、楽しく見学するこ
とができました。設置された大きな作品は、離れて見る
ことで全体を見ることができ、自分がどんな作品を
作ったのかを改めて確認できたようです。
　今年は台風などの大きな天候不順がなかったため、
作品の破損も少なくて良かったとの声も聞けました。ま
た動物だけではなく園内の紅葉も見ることができ、利
用者もより楽しめた様子でした。

アートフェスタ2023
出展しました

春田　喜久郎

　2023年10月1日より、就労日の出舎へ異動しました。
同じ日の出エリア内ではありますが、生活の場と仕事
の提供の場、という全く異なる支援内容となり、新たに
覚えることも多く気付けば２ヶ月が経過していました。
　そして、11月30日には日帰り旅行があり、就労の皆
で群馬サファリパークへ行って来ました。基本的には
車窓からの見学ですが、一部車から降りて見学できる
エリアもあり、間近で見る動物たちの可愛さや迫力に、
皆でワイワイ言いながら盛り上がりました。幸いお天気
にも恵まれ、夢中で見学しているうちにあっという間に
帰りの時間となりました。
　本当に楽しい日帰り旅行で、利用者の皆さんからも
「楽しかった」「行ってよかった」との声が数多く聞かれ
ました。就労日の出舎での楽しい思い出がまた1つ増
え、これからの業務もより一層頑張っていきたいと、思
いを新たにいたしました。これからも、どうぞよろしく
お願いします。

最近のできごと 平 香織

6

施設だより

日の出舎

就労日の出舎
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作
品
の
前
で
記
念
写
真

制作中…

園内散策中♪

皆で一緒に記念撮影！
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〒157-0076  世田谷区岡本二丁目33番23号
　 03（3417）3451（代）　　 03（3417）3463
　 izumi@izumikai.jp

〒157-0076  世田谷区岡本二丁目33番24号
　 03（3415）3366（代）　　 03（3415）4976
　 okamoto@izumikai.jp

（岡本福祉作業ホーム内）
　 soudan-okamoto@izumikai.jp

〒158-0087  世田谷区玉堤二丁目3番1号 B1F
　 03（5707）9431（代）　　 03（5707）9433
　 tamatutumi@izumikai.jp

新しい季節、新しい仲間を迎える年度初めが近づいています。この時期ドキドキ、わくわく、ハラハラ、色んな感情を
持つ利用者が笑顔で過ごせるように支援に携わっていきたいと感じております。(コイノニアかみきた　稲山静香)編｜集｜後｜記

障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会 　

頒
価
五
十
円

〒
1
5
7-

0
0
7
2

東
京
都
世
田
谷
区
祖
師
谷
3-

1-

17

ヴ
ェ
ル
ド
ゥ
ー
ラ
祖
師
谷
１
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２

社
会
福
祉
法
人　

泉
会

林 

瑠
璃

発
行
所

編
集
人

デ
ザ
イ
ン

法 人 本 部
泉 の 家

岡 本 福 祉
作業ホーム

玉 堤 分 場

相談支援センター
お か も と

グループホーム
こ い の に あ

グループホーム
の ぞ み

〒156-0057  世田谷区上北沢一丁目32番14号
　 03（5316）2251（代）　　 03（5316）2252
　 03（5316）2254（グループホーム）
　 koinonia@izumikai.jp

〒190-0182  西多摩郡日の出町平井3030番
　 042（597）1451（代）　　 042（597）2205
　 info@hinodesha.org

〒197-0804  あきる野市秋川二丁目3番1号
　 042（533）3608　　  042（533）3609

コ イノニア
か み き た

日 の 出 舎
就労日の出舎
相談日の出舎

予定表 2024年3月～6月予定表 

　利用者1人１人が好みの色を選び、自身のペ

ースで特別な生地を手作りしています。完成し

た生地は、縫製ボランティアさんによって素敵

なポーチやトートバックなどの製品に仕上げら

れ、販売会などで皆様に提供しています。

　日常のお使いや贈り物にぴったりのアイテム

ですので、ぜひお越しください！
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製品紹介

岡本福祉作業ホーム

岡本福祉作業ホーム

織り製品紹介

小金丸 知夏

坂野様作成
トートバック

様々な種類の製品を取りそろえています！

吉塚様作成

ポーチ

【お知らせ】  新型コロナウィルスの影響で記載の予定が変更や中止となる場合があります。また、恒例となっている行事につきましても、中止とさせていただいているものがあります。詳しくは、各事業所までお問い合わせ下さい。 ・・
 sc
he
du
le
 ・・行　事

４月１日（月）
４ 月
５月１０日（金）
５月17日（金）
５月２２日（水）
５月２４日（金）
５月３１日（金）
６月５日（水）
６月７日（金）
６月１２日（水）
６月２６日（水）
６ 月

入所式（コイノニア・泉の家・岡本ホーム・玉堤分場）
日の出舎家族会総会（日の出舎）
外出クラブ①（岡本ホーム）
日帰り旅行（玉堤分場）
外出クラブ②（岡本ホーム）
日帰り旅行①（泉の家）
日帰り旅行②（泉の家）
外出クラブ③（岡本ホーム）
日帰り旅行③（泉の家）
外出クラブ④（岡本ホーム）
外出クラブ⑤（岡本ホーム）
グループホームのぞみお楽しみ会（グループホームのぞみ）

販 売 会

４月９日（火）
４月２５日（木）
４月２９日（日）
５月３日（金）
５月９日（木）
５月２３日（木）
５ 月
５ 月
６月１３日（木）
６月２７日（木）

小田急販売[梅が丘]（玉堤分場）
小田急販売[祖師ヶ谷大蔵]（玉堤分場）
花みず木フェスティバル（泉の家）
親と子のつどい（泉の家）
小田急販売[梅が丘]（玉堤分場）
小田急販売[祖師ヶ谷大蔵]（玉堤分場）
環境フェスタ（泉の家）
緑化まつり（泉の家）
小田急販売[梅が丘]（玉堤分場）
小田急販売[祖師ヶ谷大蔵]（玉堤分場）
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